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高齢口腔がん治療後患者の QOLについての調査報告 

A quality of life（QOL）survey in the older adults with post-treatment oral cancer 
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【目的】 高齢者における社会参加の減少は，活動性の低下，食事摂取量の減少，低栄養からサ

ルコペニアに至るフレイルサイクルに陥り，要介護のリスクが高まる．一方，口腔がん治療後

患者においては咀嚼，嚥下機能などの口腔機能が低下し，QOL や社会性が低下する．今回，口

腔がん治療後高齢患者への調査により身体機能，口腔機能および社会参加の変化ならびに QOL

との関連を検討した． 

【方法】 ２つの大学病院診療科の口腔がん治療後高齢患者 107名（前期高齢者 36名，後期高

齢者 71名）を対象とし，2019年度と 2021年度に介護予防ニーズ調査から抜粋した項目と健康

関連 QOLの SF-8について質問紙調査を行った．この２つの年度について身体機能，口腔機能，

社会参加活動をクロス集計と χ2 検定で比較し，SF-8 と社会参加の頻度を Mann-Whitney の検

定で検討した．有意確率は５％とした． 

【結果・考察】 2019年度 107名，2021年度 69名の回答が得られた.身体機能と口腔機能は低

下がみられたが，有意差はなかった．社会参加では後期高齢者は地域活動等の参加の割合が有

意に減少し，参加頻度も「月 1回未満」が有意に増加した． 

SF-8では，2019年度の前期高齢者において社会参加の頻度「週 1回未満」では MCS（精神的

サマリースコア），下位尺度の SF（社会生活機能），RE（日常役割機能（精神））が有意に低か

った．また，「月１回未満」では前期高齢者と後期高齢者で RP（日常役割（身体））の QOLが有

意に低かった．以上から，口腔がん治療後後期高齢患者では社会参加が減少し，フレイル，要

介護状態になりうることが懸念された．また，社会参加頻度が多いと精神的 QOLが高いことか

ら，社会参加支援の必要性が示唆された． 

【結論】 高齢口腔がん治療後患者においては，身体機能，口腔機能を保つための支援および社

会参加活動への支援の重要性が示唆された． 


